
言 語 研 究 セ ン ター創 立20周 年 に思 う.

20年 を ふ りか え っ て

山 口 建 治

二年 間}言 語 研 究 セ ソ ター を運 営 して思 うこ とを の べ ,創 立20周 年 を

祝 う言 葉 に か えた い。

要 す る に 当 セ ン タ ーの 問題 は,研 究 機 関 な の か そ れ とも単 な る語 学 教

育 の サ ー ビスセ ン タ ーな の か,今 だ にそ の 性 格 を は っ き りさせ られ な い

で い る こ と,全 学 機 関 を標 榜 して 「セ ン タ ー一」 と称 して は い る もの の ,

実 態 と して も組 織 規 程 上 も,名 称 か ら通 常 想 像 され る よ うな全 学 的 な機

関 に は な って い な い,と い う二 点 に尽 き る。

こ の こ とは 折 に ふ れ て 何 度 も言 っ て きた の で も う繰 り返 さ な い。 た

だ,こ う した問 題 が ど こか ら生 じて きた か を考 えて お く必要 が あ る。 次

の簡 単 な年 表 を見 て い た だ きた い。
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1974年4月

1978年3月

1985年4月

1988年9月

1989年3月

1990年4月

外 国語学部設置

語 学研 究 室(辞 書,雑 誌 の所 蔵一 参 考 資 料 室 の機

能)設 置

語学視聴 覚教 室(LL教 室 の管理 運営 と語学教 材 の整

備)設 置

外 国語研究 セ ンター設置(附 属機 関 として語学視聴覚

教室)

セ ソター紀要 「語学研 究」創刊

学則第4条 に基づ く外 国語研究 セ ンターに改組

20号 館(語 学演 習棟)竣 工

紀要11号 「言語研 究」 に改題 して発行

「神奈 川大学 言語研究 セ ソター」 に改組 改称



F46

外国語研究 セ ンターは外 国語学部 の創立後10年 経 って よ うや く設立 さ

れた。ただ し,学 則第4条 に基 づ く研 究機 関 としてで はな く外 国語学部

に附属す る施設 としてで ある。 それ か らさらに10年 余 を経 て,よ うや く

学則 に基 づ く全学 的 な研究機 関 に昇格 した。 こ うい う経緯 か らで も,当

セ ソターが研 究機 関 として全学的 な認知 を得 るに は相 当 な時間 を要 した

とい うことが分 か る。現在 で も,当 セ ンターを研究機関 と見 なす人 が ど

れ ほ どい るかはなはだ心許 ない。

それでは,当 セ ソターの も う一つ の業務 であ る語学教育 のサ ー ビス面

は ど うか とい うと,こ れ もきわめて不十分 とい うほかない。 も う少 しきめ

細 か なサ ー ビスが あ って しか るべ きだ と思 う人が少 な くないで あろ う。

所 長 としての責任 を ど うす るのだ とい う声が返 って きそ うであ る。私

としてはただ手 を こまねいていたつ も りはない。昨年 はセ ンター創立20

周年 の記念 シンポジ ュウムを成功 させ,記 念論文集 も近 く刊行 され る運

びにな って いる。 セ ソターの研究機 関 としての存在意義 を示せたので は

ないか。 またLL教 室,ス タジオ な どを改造 して,「 マル チ メデ ィア言

語教 育 ラボ(CAIシ ステ ム対応)」 を作 る よ う当局 に提案 してい る。

だが,た しかに根本 の問題 はまだ手つ かずで あ る。昨年私 が所員会議

を開 いて提案 した言語研 究 セ ンター改組案 事務職員 を一方 的 に半減

されたか らには,も う語学教育 のサ ー ビス業務 は,セ ソター とい う名称

とも ども教 務課 にで も返上 して,研 究機 関 に徹 す る よ うに した らど うか

とい う提案 は頓座 した ままで ある。事務当局か らも所員 か らも反対

賛成 を問わず反応 が きわめて弱 い。

セ ンターを研究所 に して,い った い何 を研究す る所 にす るのだ とい う

のが,多 くの人 々の疑念 なのか も知 れない。 人文研 究所 が あるの にあ}

て また研 究所 をつ くって ど うす るつ も りだ とい うわ けだ。私た ち所員 の

研 究領域 はほぼ人文学 に包摂 し うるの は確 かだ。 しか し私 は,外 国語学

部 とい う独立 した学部 があ るのだ か ら,そ れ な りに独 自な研究教育 の内

実 とそれ を支i%.る機構 が あって しか るべ きだ と思 うのだ。 そ んなものあ

りえない とい うの な ら,外 国語学部 は解体す るしか ない。

私 たちの研 究教育 をバ ックア ップす る,言 語研 究セ ソターをそ うい う

機構 にす るには どの よ うにす れ ぽよいの か,所 員 の皆 さんの忌揮 のない

ご意見 を寄=せていただけれ ぽ と切 に願 う次第 であ る。


